
そ
こ
こ
こ
に
雀
啄つ
い
ばむ
刈
田
中

彼
岸
花
狭さ

庭
に
は
か
に
色
め
け
り

石
畳
一
歩
一
歩
に
秋
の
声

皓こ
う
々こ
う
と
月
天
心
に
至
り
け
り

病
床
の
友
を
気
づ
か
ふ
夜
長
か
な

宮
本　
敏
子

野
中　
公
枝

隈
部　
輝
子

加
藤　
妙
子

宮
本　
雅
子

詠
友
が
呉
れ
し
菊
苗
花
来
た
り
し
ば
し
を
賞
で
る
日
課
あ
ら
な
む

早
刈
り
し
稲
収
納
に
不
服
あ
り
以
後
雨
つ
づ
き
今
に
は
反
省

稔
り
田
に
渡
る
風
あ
り
サ
ワ
サ
ワ
と
穂
擦
れ
の
音
に
聞
き
惚
れ
い
た
り

母
上
の
教
え
を
憶
う
秋
晴
れ
の
朝
の
縁
に
布
団
干
す
な
り

刈
り
取
り
の
終
え
し
田
の
面
は
水
浸
し
雨
神
は
ひ
と
日
を
休
息
給
う

池
田
カ
ツ
子

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

彼
方
此
方
に
彼
岸
を
告
げ
る
赤
き
花
夏
を
沈
め
て
秋
風
の
吹
く

十
三
夜
の
真
下
飛
び
行
く
点
滅
の
赤
と
緑
は
ム
ー
ン
フ
ラ
イ
ト

「
壮
ち
ゃ
ん
鯉
見
に
行
こ
う
」友
の
見
舞
の
常
な
る
を
八
十
路
の
兄
は
万
年
少
年

岸
壁
を
叩
き
て
え
ぐ
る
波
あ
ら
し
怒
れ
る
天
地
向
か
う
術
な
く

上
五
島
降
り
立
つ
埠
頭
朝も

靄や

の
中
彼
方
に
響
く
教
会
の
鐘

緒
方　
悦
子

江
頭　
桂
子

松
本　
和
子

桑
野　
睦
子

坂
本　
玲
子

朝
露
の
光
る
草
叢
地
に
低
く
吾
の
巡
り
を
ト
ン
ボ
群
れ
を
舞
う

台
風
の
去
り
て
静
も
る
電
線
に
番
の
鳩
の
羽
根
を
つ
く
ろ
ふ

次
々
と
異
変
お
こ
れ
る
年
な
れ
ど
傾
く
秋
の
夕
陽
輝
く

掛
カ
バ
ー
ふ
と
ん
丸
め
て
奮
闘
し
や
っ
と
仕
上
げ
て
寒
さ
に
備
う

賑
や
か
に
酒
に
笑
い
に
酌
み
交
わ
す
法
事
の
後
の
台
風
の
夜

岩
根　
博
恵

山
城　
雅
子

岩
木
タ
エ
子

田
中　
遙
子

井
上　
悦
子

鶏
頭
の
唐か

ら
紅く
れ
な
いに
照
り
映
え
て
色
の
重
さ
に
傾
き
に
つ
つ

う
ば
ゆ
り
の
ま
ろ
き
果
実
は
乾
き
つ
つ
た
だ
に
立
ち
を
り
風
に
ゆ
だ
ね
て

西
日
さ
す
屋
根
に
つ
が
ひ
の
カ
ラ
ス
か
な
左
右
を
向
き
て
少
し
く
離
れ

饒
舌
を
悔
ひ
て
帰
れ
ば
夜
更
け
ま
で
ル
オ
ー
の
道
化
に
見
つ
め
ら
れ
を
り

こ
れ
は
も
う
達
人
と
し
か
言
ひ
や
う
の
な
き
美
輪
明
宏
氏
の
人
生
相
談

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

岩
永　
典
子

古
賀　
勝
士

て
に
を
は
の
一
字
の
思
案
夜
長
か
な

紅
葉
挟
み
障
子
繕
ふ
孫
は
去い

に
し

黄
菊
白
菊
夫
に
感
謝
の
車
椅
子

ア
ル
バ
ム
に
思
ひ
出
さ
が
す
夜
長
か
な

戸
の
閉
ま
る
音
に
も
秋
の
深
み
か
な

五
丁　
義
昭

隈
部　
靜
子

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

藤
本　
邦
治

絹
雲
に
燕
帰
る
日
近
き
か
な

隣
国
の
危
う
き
言
葉
原
爆
忌

運
動
会
子
等
の
歓
声
谺
す
る

大
夕
焼
真
向
い
に
し
て
戻
り
け
り

芹
川　
蓉
子

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

器
用
な
人　
何
遍
も
媽
変
え
き
ら
す

ど
ん
こ
ん
で
ら
ん　
喉
ま
で
き
と
る
人
の
名
が

お
か
し
か　
何
処
か
ら
見
て
も
男
だ
ろ　

ピ
ッ
タ
リ　
服
を
買
う
た
ら
ほ
め
ら
れ
た

お
か
し
か　
う
ち
の
仏
は
団
子
食
わ
す

井
手　
水
光

宮
上　
美
由

柏
原　
乗
仏

御
手
洗
三
代

山
隈　
好
茶

万
句
の
里
俳
句
会  

10
月
句
会

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  
10
月
詠
草

肥
後
狂
句
水
笑
会  

10
月
例
会

七
城
短
歌
会  

10
月
詠
草

「
里
」
短
歌
会  

10
月
詠
草

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 

10
月
歌
会

菊
池
短
歌
会  

11
月
詠
草

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

10
月
例
会あぶくたった

さいとうしのぶ／構成・絵 
（ひさかたチャイルド）
ねずみさんのかぞくがおしるこ
をつくっています。『♪あぶく
たった にえたった にえたかど
うだか たべてみよ♪』わらべう
たを絵本にした楽しいお話です。
(全館所蔵)
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　クリスマスの３つの物語　日英対訳
　おいしい週末、だれか来る日のごちそう献立
　ジビエ教本
　新・映像の世紀大全
　世界の美しい本
　ドラゴン学総覧 NEW EDITION
　うなりやベベン ベベンの紙芝居
泗水図書館
　月の満ち欠け
　宿命と真実の炎
　現車（うつつぐるま）　前編・後編
　「言葉にできる」は武器になる。
　転んでも、大丈夫
　空にむかってともだち宣言
七城図書館
　アンカー
　人間力を高める読書法
　家族でつくる心地いい暮らし
　アランの歯はでっかいぞ こわーいぞ
　戦国姫　瀬名姫の物語
　ぼくらのハイジャック戦争
旭志図書館
　暗闇のアリア
　ラノベ古事記　日本の神様とはじまりの物語
　驚くほどおいしい電子レンジ料理100
　世にも奇妙なストーリー　百壁町の呪い
　いっさいはん
　なんでやねん
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井
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小
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上
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しま

亜
あ

紀
き

／著
黒
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ひろたか／分

レジンでおしゃれなメモスタンドを作りませんか？

※ 小学生低学年以下の方は保護者同伴での参加をお
願いします。

※ ピンセットや飾り付けで使いたいものがあれば、お持
ちください。

毎週土曜日　午前10時30分～11時と　き
おはなしのへや （こども図書室内）ところ

平成30年１月６日㈯ 
①午前10時30分～正午
②午後１時30分～午後３時

と き

各５人（先着順）定 員
12月4日㈪～22日㈮までに、電話また

は直接旭志図書館までお申し込みください。
申 込

無 料参加費

　怒涛の開館準備を
終え、11月25日にめで
たくオープンしました。
泗水・七城・旭志図書
館を支えつつ、４館一
丸となって皆さまに
サービスを提供します。
　中央図書館は広い
空間に加え、さまざ
まな設備を備えてい
ます。利用の仕方で迷ったり本が探せない時には、い
つでも気軽にエプロンを着た職員にお尋ねください。
　皆さまのご来館をお待ちしています。

　読み聞かせボランティア「おはなしのもり」さんが第
2・4土曜日、図書館職員によるおはなし会が第1・3土
曜日です。聞きに来てくださいね。
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